
































































































































































































































































































































【 3 )つて、イヌドウナの別名のーつ「ぽんな」 は、ヨブ
スマソウの主要な別名でもある。
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フ.ヨブスマソウ、イヌドウナ
ヨブスマソウは関東以北の山地や野原などのやや湿っ
た士地に自生する山菜であって、寿に若い葉茎を食用と
する。
8.フキ
フキはヨモギ同様に全国的に利用されているキク科山
菜であるが、主に葉柄を野菜的に食用にするもので、餅、
団子に混ぜ込むヨモギとは対照的である。フキノトウフ
キはフキの若い薑であって、早志に採取されて独特の風
味を全国的に噌好されている。
ヤマブキ、ミズブキ、ノブキなど形容されたフキの名
は認められるが、フキそのもに対する別名は聞き書から
は検出されなかった。フキノトウについても別名は少な
かったが、図9-3に示すように、東北地方北部には
「ぱっきゃ」、「ばっけ」、「ばんけ」類がまとまって分布
しており、その他と Lては、群馬・吾妻の「じゃおうじ」、
岐阜・古川の「ふくだつ」、奥信濃と奥出雲の「ふきんと」、
アイヌの「マカヨ」がΞ忍められた。
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図10:ツワブキを食用とする地域とその別名
1.ツワブキを食用とする全地域
2.ツワブキの別名
つわ(.)、つや(◎)、いそぶき(')、しまぷき(△)
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11.その他のキク科植物
山菜全科叫に記載されてぃるもののなかで、聞き書
で検出できたものは、上記以外ではハンゴンソウ偶ヒ海
道・静内)とオケラ(岩手・県南、埼玉・秩父)のみで
あった。いずれも春の新芽を食用にLている。1
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図11:ヨメナ、タンポポを食用とする地域
1.ヨメナを食用とする全地域
2.タンボボの別名
9.ツワブキ
主に、本州中央部以南の海岸近くの丘陵地に自生する
常緑多年草であって、春の若い葉柄が食される。別名「つ
わ」は主に九州などの西日本に、「つや」は和歌山県に、「い
そぶき」が関東地方に認められる。
まとめ
聞き書・日本の食生活全集の内容をデータとして、キ
ク科山菜について、その地域性について検討Lた。
1)ヨモギは全国的に万遍なく利用されており、沖縄で
の葉茎野菜としての利用を例外として、草餅や草団
子ヘ利用が総てであって地域性は認められない。た
だし、呼称については、植物、餅・団子ともに顕著
な地域性が認められた。
2)オヤマボクチは主に東日本で、ハハコグサは主に西
日本でもって草餅や草団子作りに用いられているが、
ヨモギよりも暹かに少ない。
3)フキとフキノトウは全国的に万遍なく野菜的に利用
されていて地域性は認められなく、名前も全国的に
使われている。
4)ツワブキとヨブスマソウは対照的である。前者は主
に南西日本の沿岸地域で利用されているのは、この
植物が温暖な海岸に自生しているためであり、反対
に、後者が東北地方以北で利用されているのは、こ
の植物が比較的冷涼な山地を好んで自生してぃるた
めである。ともに産地消費では共通してぃる。
5)モミジガサ自身は全国的に自生しているにもかかわ
らず、実際に食用にされているのは、東北地方に偏
つている。クサソテッと同様ω、生産と消費が飛
雛している理由の説明は難.しい。
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10.ヨメナとタンポポ
ヨメナは、北海道を除く全国の市街地から山野まで広
く自生している。ごく身近な山菜であるが、図Ⅱ一 1
に示すように、関東、北陸以南で利用されてぃるものの、
例数は少ない。佐賀で認められ別名「はぎな」は万葉集
にも登場する古名「うはぎ」に由来するものであろう。
日本でば各種のタンポポが自生しており、種類によっ
て生育場所を異にしながら、全体としては、市街地から
山地まで日本全国あまねく分布しているが、利用は多く
ない。比較的肥大しているにもかかわらず根は利用され
ていない。聞き書では、名前は一括Lてタンポポでくく
られており、有力な別名は認、められない。
両者ともに身近にあうて容易に得られるにもかかわら
ず利用が少ないのは、ありふれすぎる上、さほど美味で
ないためと考えられる。
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